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ペプチドを機能材料として捉え、その機能を利用した環境調和型材料を開発してい
る。特に金属イオンとの相互作用特性を活かすことで、電子産業などからの貴金属イ
オンを含む廃水の処理プロセスへの適用を検討している。

＜特許・共同研究等の状況＞
テーマ１に関しては(財)滋賀県産業支援プラザとの共同研究として実施し、特許取得済み。テーマ２・３に
関しては現時点で共同研究なし。

ペプチド材料を用いた水中からの金イオン捕集
および刺激応答性有機/無機ハイブリッド微粒子材料の創製

■ペプチド材料を用いた水中からの金イオンの捕集に
関する研究
ペプチドを両端に結合させたポリエチレングリコール(ペプチドコ

ポリマー)を合成し、それを用いた工場排水からの金イオン回収プロ
セスを開発している。ペプチドコポリマーの溶液が金イオンに対して
特異的な選択性を示すとともに室温付近での温度の上下によってゾル
－ゲル転移を起こすことを利用して、水に溶けている金イオンをゲル
化して回収する。

具体的には 濃度50ppmの金イオン水溶液に適用した結果ほぼ100%の
金イオンを水系から捕集すること、サプppmのオーダーの水溶液に適
用できること、また複数の金属イオンの混合水溶液に対しては金イオ
ンのみを選択的に回収することを確認している。

■刺激応答性有機・無機ハイブリッドシリカ微粒子材料の
創製に関する研究
コロイダルシリカ微粒子は様々な表面改質剤としての利用がおこ

なわれているが、近年は分散液中での自発的構造形成能を利用した
次世代の光学素子としての可能性で注目されている。しかし現状で
は、物理的強度の確保と外部刺激に応答して変化する構造・物性の
両立が課題となっている。そこでシリカ微粒子の表面にペプチド等
の刺激応答性高分子を結合させた新規機能性微粒子材料の開発に取
り組み 刺激応答型気体・液体分離膜や外部環境に応答する表面改質
剤等への応用を計画している。

また、近年はカラム充填剤としての応用も検討している。

■有機・無機コアシェル型複合微粒子材料の創製と
薬物内包材料としての検討
蟹などの甲羅を形成している天然多糖であるキトサンは環境調和

型材料として注目されている。本研究ではキトサンを微粒子化し、
その外側を炭酸カルシウムなどの無機物でコーティングしたコア
シェル型複合微粒子を開発している。コアとなるキトサン微粒子に
モデル薬物をあらかじめ含浸させておき、その表面をコーティング
したものからの薬物徐放特性を評価する。

本研究の微粒子材料はすべての構成成分が生分解性であることか
ら、生体材料分野・環境分野において利用可能な薬物徐放材料とし
ての可能性を秘めている。

コアシェル微粒子からの薬物放出

刺激応答性微粒子の二次元配列膜

ペプチドコポリマーによる
金属イオン回収手順
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